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トラウマへのサイコドラマに関する技法の研究
高良　聖
　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　約
　トラウマを抱えるクライエントに対してサイコドラマを施行した1事例を通して、その
プロセスを分析し、適用上の留意点、とくに、トラウマ再体験過程に関わる安全で効果的
な技法について検討した。そこでは、断片化、肥大化された「トラウマ記憶」をいかにし
て統合化された「物語記憶」に変換させるかが鍵となり、扱う主題は、傷ついた無力な子
どもへの救済であり、過去の自分との和解を目的とすることが求められる。そのプロセス
において留意した技法は、以下の5点である。1、ボディガード・ダブル　2、ミラーテ
クニック　3、救済という主題　4、未来投影　5、シェアリング。これらの諸技法を適
用することで、サイコドラマのもつ集団精神療法的側面が、トラウマを抱えるクライエン
ト個人の尊厳性の回復に有効に作用することを提示した。また、トラウマ・ワークとして
のサイコドラマの治療的可能性について言及した。
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1、はじめに
　サイコドラマは、アクションメソッドを媒介と
した集団精神療法である。一般に、「心理劇」と
邦訳されるが、厳密に言うと、心理劇は、個人に
焦点を当てる治療としての「サイコドラマ」、集
団の課題に焦点を当てる心理教育としての「ソシ
オドラマ」、教育・訓練のための「ロール・プレ
イング」が含まれた総称的な呼称である。本論で
は、個人に焦点を当てた主役中心のサイコドラマ
事例を通して、トラウマへのサイコドラマに関す
る効果的な技法のあり方をめぐって考察した。な
お、事例には、プライバシー保護のため、適宜、
脚色が加えられていることを付記しておく。
2、目的と方法
　トラウマへのサイコドラマ研究では、高良、
（2002）、小笠原（2001）の報告が挙げられるが、
いずれも、トラウマとなる体験をサイコドラマと
いう構造の中で再体験、その上で再統合させるこ
とを基本にしている。これは、Johnson（1989）
のトラウマへの心理療法的アプローチにおける
「再体験→解放→再統合」に相当する。高良（2002）
は、サイコドラマにおける主役体験過程は、トラ
ウマ記憶を物語記憶に書き換える過程であり、断
片化された圧倒的に肥大化された「トラウマ記憶」
を、統制化された自己に内在可能な「物語記憶」
に変換させることで、不安や解離といった精神症
状の軽減がはかられることを指摘した。一方、ト
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ラウマ記憶の表出が、2次的トラウマを引き起こ
すのではないかという問題がある。したがって、
そこでは常に、いかにして、安全で効果的にクラ
イエントの良好な適応状態を維持するかという臨
床的課題が問われているのである。
　本論は、これまでの研究の延長線上にあるもの
だが、とくに、再体験アプローチにおける危険因
子をできるだけ最小限にとどめるための技法の検
討および開発を目的とした。
　方法は、実際のトラウマを抱えたクライントに
対して行ったサイコドラマ事例の検討を通して、
そのプロセスの分析を行う。その上で、技法の持
つ意味について考察する。
3、臨床事例
1）事例ムネオ：32歳男性、会社員
2）主訴：大きな音に過度に反応して身体が震え
　　る。そのために外出が怖い。
3）サイコドラマの構造：筆者が主催する「主役
　　のためのサイコドラマセミナー」に自主参加
　　してきた15名のクローズグループ。1回90分。
　　スタッフは、監督である筆者と女性スタッフ
　　1名（いずれも臨床心理士）。1セッションは、
　　大きく、集団の参加メンバーがお互いに知り
　　合い、リラックスするための「ウォーミング
　　ァップ」。主役を中心として即興劇の形式で
　　表現する「ドラマ」。参加メンバーの感想が
　　語られる「シェアリング」の3層から構成さ
　　れる。
4）1セッションの過程
i、ウォーミングアップ
　メンバーがお互いに自由に歩きながら、出会っ
た者同士で自己紹介を兼ねた挨拶を行う。監督の
指示で、同じ趣味の持ち主、サイコドラマ経験の
近い者、今の気分の似た者同士など、アクション
を用いた手法で、安心できるグループ作りを行う。
次の段階で、小グループに分かれて、現在困って
いることや過去の辛かった体験などを言語的に表
現してもらい、これが、お互いのトラウマ的体験
を話し合う場となる。その過程で、ドラマの主役
として、自主的に名乗りを挙げたムネオ（32歳男
性）が選択された。
ii、ドラマ
　ムネオは、今困っていることとして、「大きな
音に敏感に反応してしまう、そのために外出が困
難になっている」と語り、その原因として、幼少
期に厳格な父親から受けた継続的な大声による叱
責を挙げた。筆者は、監督として、父の継続的な
大声による叱責を、1つの心理的虐待ととらえ、
これがムネオにとっての「トラウマ記憶上を形成
していると判断した。したがって、音への過敏さ、
および外出困難を、トラウマ記憶の再現によるス
トレス性障害としてとらえたのである。
ムネオ：最近は大きな声を聞くとそれだけでドキ
　ドキが止まらない感じです。胸が締め付けられ
　るっていうか、何とか会社には行っていますが、
　1人で外出するのがしんどくて…。小さいとき
　に父親は厳しくて、彼は、消防士をしていたん
　ですが、とにかく叱るときに、ものすごく大き
　な声を出して僕たちを叱るんです。それもしつ
　こく…。
監督：その場面を再現してみましょう。その前に、
　もう1人のあなたを選んでください。
（ここで、監督は、ムネオにもう1人の自分（ダ
ブル）を選ばせる。自分役にアキラが選ばれた。）
監督：（アキラに）常にどんなときにもムネオの
　後ろに居てあげてください。そう、あなたは、
　ムネオのボディガードです。
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（以後、アキラは終始ムネオの後ろにいて「ボディ
ガード」の役割を取った）
ムネオ：お父さんは、とにかく声が大きくて、怒
　鳴るように叱る人。小さいときの想い出は、怖
　い人っていう感じしかない…。
監督：ここで昔の想い出を再現してみますが、ム
　ネオさんは、アキラさんと一緒にいて、他の人
　が演じるあなたの過去のシーンを見ていてくだ
　さい。今度は、その場面を演じてくれる「小さ
　いときの自分」を選んでください。いくつのあ
　なたがいますか？
ムネオ：あれは小学校3年のとき、8歳でした。
（ムネオは、8歳「小学校3年生の自分」にタケ
シを選択する。）
監督：お父さんの役を選んでください。
（ムネオは、父親役にケンタを選択する。）
　ムネオの回想に添いながら、父親から大声で叱
られる場面が、タケシ（小学校3年の自分）とケ
ンタ（父親）の間で再現される。ムネオは、この
一連の場面を、外から、アキラ（ダブル）と一緒
に見ている。（トラウマの再体験）。このとき、ダ
ブルとしてのボディガード役のアキラは、ムネオ
の背中をさすりながら支え、ときに励ます。
ケンタ：（声高に）おい1おい1だめじゃないか！
　おい！おい1だめじゃないか1
タケシ：（耳をふさいでうずくまっている）
監督：はい、ストップ。（ムネオに）この場面を
　あなたのやり方で変えてみましょう。ここは、
　サイコドラマの世界ですから、何でもできま
　す1どのように歴史を変えたいですか？大人に
　なったあなたが小さいときの自分を助けてあげ
　てください。
ムネオ：（戸惑いながら）親父にそんなに大声を
　出さないでもわかるって言いたいです。
監督：では今それを伝えてみましょう。そのこと
　をはっきり言うために、ここで、あなたに何が
　あったらお父さんに言いやすいでしょうか？
ムネオ：（しばらく考えている）
　ここで監督は、参加者に向かって、ムネオにとっ
て何が必要なのか、何があればムネオは言いやす
いかという問いかけをして、メンバーのアイデア
を募集するという状況を作った。メンバーは、そ
れぞれ、「勇気」「パワー」「酒」「遊び心」などと
答えた。そして、ムネオは、「勇気」を選択する。
監督：ここで勇気になってもらう人を選んでくだ
　さい。
（ムネオは、勇気役にスタッフのアイ子を選択す
る。）
監督：勇気と一緒に、父親に、今あなたが一番伝
　えたいことを言ってみましょう。
ムネオ：（父親役ケンタに）そんなに大声を出さ
　なくてもわかるから、一度言えばそれでいい。
　しつこいんだよ1！（ここでは、勇気役のアイ
　子と協力して父親を外に出すという場面を演じ
　た。）
監督：今、8歳の自分に何か伝えたいことはあり
　ませんか？
ムネオ：（小3の自分役タケシに）辛かったよね。
　怖かったよね。よく耐えたね。もう大丈夫だか
　らね。（涙にまみれて抱きしめる。）
　ここで監督は、役割交換という指示を与える。
すなわち、今度は、ムネオが8歳の自分を、タケ
シが今の自分を演じる。
タケシ：（ムネオを抱きしめながら）辛かったよね。
　怖かったよね。よく耐えたね。もう大丈夫だか
　らね。
ムネオ：うん、怖かったけど…。助けてくれてあ
　りがとう。
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監督：ここで元に戻りましょう。（現在の自分役
　に戻ったムネオに）外に出した父親に今の気持
　ちを伝えたいことはありませんか？
ムネオ：（父親役ケンタに）もう仕方ない。済ん
　でしまったことは…。でも相当あなたの子ども
　は傷ついていたんですよ。知らなかったでしょ。
　仕事でいろいろ大変だったかもしれないけど、
　子どもには罪はないでしょ。
（このとき、ムネオは、数歩であるが父親役に近
づいていた。）
監督：では、今の気持ちをダブル役のアキラさん
　と話してください。
ムネオ：（アキラと一緒に歩きながら）いや一今
　日は疲れたね。でもすっきりした。
アキラ：よく頑張りました。しんどい作業だった。
ムネオ：（うなつく）
監督：ここで、最後のシーンですが、今日のドラ
　マを誰かに報告してください。今日の体験を誰
　に伝えたいですか？
ムネオ：そうですね…。高校時代の親友の横田君
　に今日のことを話したいです。
監督：横田君を選んでください。
　ここでムネオは横田君役にタダシを選択する。
そこで、これまでのドラマの報告をするという場
面を演じた。
（ムネオは、一仕事やり終えたという印象で、ホッ
とした安堵の表情を示していた。）
監督：これでドラマを終わりにします。（一同拍手）
iii、シェアリング
　各メンバーからそれぞれドラマへの感想が語ら
れた。また、ドラマの中で役割を取っていたメン
バーからは、役割からの感想も語られた。
スミ子：実は私も小さいときに母から虐待のよう
　なことをされていたんです。母も年老いて今は
　だいぶ弱くなってしまいましたが、ずっとそん
　な母を恨んでいました。正直、今でも恨んでい
　る。今日は、勇気をもってお父さんに立ち向かっ
　たムネオさんを見てすごいなって思いました。
　涙が止まらなかった、ありがとうございました。
ゆう子：私は物音は大丈夫なんですけど、人混み
　が苦手で、どうしても外出をためらってしまう
　の。人の目が気になる質なんですね。それぞれ
　みんな何かを抱えているんですね。
アキラ：今日はムネオさんのダブルをやらせても
　らいました。すごく難しくてうまくでなかった
　けど、お父さんに立ち向かったときには、マジ
　で外に出しちゃえって、応援してましたよ。そ
　れができて僕もすっきりしました。選んでくれ
　て嬉しかった。
ケンタ：父親役でした。よくわからないけど、役
　をやっていて感じたことは、きっと、お父さん
　にはお父さんの事情があったのだろうなって考
　えながら演じていました。仕事で忙しくてイラ
　イラしていたとか…。僕もついイライラを家族
　に向けるところがあるので、注意しないといけ
　ない…。
アヤ：途中で怖くなるシーンが何度もあったんで
　すけど、こんな重いテーマをみんなの前で演じ
　ているムネオさんのことを見ていて、私も逃げ
　ないでしっかり見ていようと思った。勇気づけ
　られたって感じです。ありがとうって言いたい
　です。
タケシ：8歳のムネオの役でしたが、お父さんか
　ら怒られているときには、向こうで何かただ怒
　鳴っているだけでピンと来なかったんですけ
　ど…、不思議な感じでした。でも、大人の自分
　が僕を助けに来てくれたときは、ほんと嬉し
　かった。何かウルトラマンが未来からやって来
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　たって感じでしたよ（笑）
iv、役割解除
　一通り語り終えたところで、監督は、登場人物
全員に起立してもらい、ムネオに各個人へ役割解
除のことばをかけるように指示する。「あなたは
父親ではなくケンタさんです。ケンタさんに戻っ
てください」というように主役のムネオから役を
取った者たちに対して役割を解除するための儀式
的行為がなされた。
　そして、最後に、ムネオから感想が語られた。
ムネオ：今日はどうしてもこのテーマをやらなけ
　ればと思って朝から考えていたんです。どうに
　かみんなの前でできて良かった。今は何かスッ
　キリしてる。すぐには父親のことは許せないし、
　やはり今でも恨みはありますけど、今は悩んで
　いてもしょうがないか…って感じ。それに自分
　だけの悩みと思っていたけど、みんなの話を聴
　いて、けっこうみんなも色々あるんですね。
　ちょっと気が楽になりました。
監督：これでセッションを終わりにしましょう。
　（一同拍手）
4、考　察
の　トラウマへの精神療法
　飛鳥井（2007）は、トラウマへの精神療法では、
トラウマ記憶への対処が主要な課題であり、トラ
ウマ焦点化認知行動としての暴露療法（エクス
ポTジャー法）の事例を挙げて考察した。そこで
は、英国の国立クリニカル・エクセレンス研究所
のガイドラインを例示し、トラウマ記憶を取り扱
わないリラクセーションや非指示的治療は必ずし
も推奨されず、トラウマを焦点化する心理療法、
とくに、認知行動療法が推奨されている。
　ところで、トラウマへの精神療法において、し
ばしば議論となるところは、トラウマの再体験課
程における危険因子に関する問題である。多くの
専門家が、記憶回復技法には副作用があり、トラ
ウマの再体験が再びトラウマをもたらすという考
え方を有していることは否定できない。この点に
ついて、飛鳥井（2006）は、「日本は文化的特徴
として、感情を言語化して表出することが比較的
少ない。そのような特徴を備えた日本の患者に、
エクスポージャー法のような、思考や感情の直接
的表出を促す精神療法は不向きであるとする意見
は少なくないと推測される。しかしながら、その
ような意見とは逆に、これまでの予備的知見では、
日本のPTSD患者に対してもエクスポージャー法
はきわめて有効であることが示唆されている。」
と述べた。また、斉藤（1999）は、「トラウマは
語らなければ癒されない」と主張しており、問題
は、その表現が安全に受容されることであるとし、
受け手としてのセラピスト側の受容の重要性を問
題にした。セラピストの受容に関して、Allen
（1995）は、「トラウマ体験について話す目標は、
閉じこめられた情動を解き放つことではなく、治
療同盟という共同体の中で情動をよりよく統制で
きるようになることである」と、語るクライント
と受けるセラピストの「治療同盟という共同体」
の視点を提示した。さらに、西園（2007）は、「ト
ラウマ患者は、PTSD解離性同一障害、あるいは、
境界性人格障害など、さまざまな精神症状のため
に、本人にとって生活が障害されるだけでなく、
人間としての生存権、尊厳性を著しく傷つけられ、
否定された体験を現在まで持ちこしているのであ
る。つまり、症状とともに、自分の存在の否定の
不安と隠されたいきどおりを内蔵している」と述
べた上で、「トラウマ患者への精神療法は、トラ
ウマがもたらした症状や人格障害に対してととも
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に、自己の存在の尊厳性の回復をはかることを目
標とするべきである」と指摘した。
　これら諸家の指摘にあるように、トラウマ再体
験過程を精神療法に組み込むというアプローチを
選択したとしても、そこで問われることは、語ら
れたトラウマ記憶を扱うことが、語るクライエン
ト自身の安全な受容体験および尊厳性の回復を
伴っていなければならないということである。す
なわち、クライエントがトラウマ記憶を表現する
際にそのクライエント自身が他者から受容される
ことが不可欠なのである。
2）トラウマと集団精神療法
　サイコドラマは、トラウマの再体験過程を扱う
という点で、暴露的手法、および、再体験技法と
して位置づけられる。と同時に、このセッション
が集団で行われていることに意味を見出すことが
可能である。
　Foy（2000）は、外傷後ストレス性障害への集
団精神療法では、集団介入が、もともとメンバー
がメンバーを助けるという傾向を生じさせるがゆ
えに、孤立感、疎外感、減退感を特徴とする障害
に対して効果があると指摘し、集団アプローチを
「支持的」、「精神力動的」、「認知行動的」の3つ
に分類したうえで、そこに共通した特徴を挙げた。
すなわち、1、同様のトラウマの体験者から成る
集団内の均質なメンバー構成。2、トラウマの曝
露についての認識や確認。3、トラウマ反応の標
準化。4、セラピストは同じ体験をしていないか
ら、トラウマ体験者にとっての助けにはなり得な
いという考えを一掃するため、類似のトラウマ履
歴をもつ他者の存在を利用する。5、トラウマ時
に生き残るために必要だった行動に対して中立の
立場をとる。以上の5点である。そして、これら
の原則を取り入れることで、精神的に安定した敬
意に満ちた治療環境が開発されるとしている。
　また、Yalom（1989）のいう集団がもたらす治
療的効果因子として挙げた12項目（情報の伝達・
交換、社会適応技術の獲得、対人学習、模倣行動、
受容体験、カタルシス、普遍的体験、家族経験、
愛他体験、実存的体験、自己洞察、希望を与える）
のいずれの項目も本セッションに関わっている。
その中でもとくに、受容体験、カタルシス、普遍
的体験、愛他体験、そして、希望を与えるという
因子が重要である。たとえば、本事例は、主役と
いう個人が集団の協力を経て1つの仕事を成し終
えた過程として捉えることができ、そこでの個人
は集団から受容された体験を獲得する。（それは、
「ホッとする」表情に表れていた。）また、守られ
た構造の中で自らのトラウマ体験を表出すること
でカタルシスを獲得する。（それは、「スッキリし
た」という言動に表れていた。）普遍的体験は、シェ
アリングにおけるメンバーの語りを聴いて、「自
分だけではない、みんな何かを抱えている」とい
う認識に表れていた。参加者から主役への「あり
がとう」ということばは、主役にとっては、他者
のために何かお役に立てたという体験であり、こ
れはまさに愛他性の獲得である。そして、「気が
楽になった」と語る主役の表情、雰囲気から希望
の享受を読み取ることができるのである。
3）サイコドラマ技法の検討
　サイコドラマは、アクションを用いた即興劇的
手法による集団精神療法である。したがって、支
持的、精神力動的、認知行動的という視点からは、
それらすべての要素を内包しており、その意味で、
様々な変法（バリエーション）を創造することが
可能である。本例で示したトラウマ再体験のアプ
ローチでは、それが新たなトラウマを生成するの
ではないかという問題を常に内包しているがゆえ
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に、いかにして安全かつ効果的にトラウマ記憶を
再現させ、新しい物語記憶として統合レベルに仕
上げるかが、セラピストの探求するべき重要な課
題となる。ここでは、トラウマ焦点化過程におい
て、トラウマ経験や記憶に直接対処するために施
行された具体的な技法を検討する。
i、ボデイガード・ダブル
　いわゆる分身である。トラウマに関わるサイコ
ドラマでは、できるだけ早期にダブルを付ける。
ここでは、「ボディガード」として登場した。ボディ
ガードは、常に主役の傍らに位置し、主役を補助
し、支持し、励ましのことばをかける。この技法
によって、主役は、孤独に陥ることなく困ったと
きにいつでも助けを求めることが可能となる。
Hudgins（2002）は、通常のサイコドラマで使用
するダブルとは別に、ドラマセッション中、終始
主役の隣りに位置して、主役を保護する機能を有
するダブルをとくに「Body　Double（ボディ・ダ
ブル）」として区別した。
　本例では、アキラがその役割を取ったが、監督
の指示により、アキラは守護神のように主役ムネ
オの傍らから離れることはなかった。トラウマ経
験者にとって、そのトラウマを表現する際には
様々な不安が想起する。そして、その不安、ある
いは恐怖を一緒に支える機能をアキラは担ってい
た。
ii、ミラーテクニック
　再体験アプローチにおいては、クライエントで
ある主役は、自らのトラウマ体験をドラマ上で再
現することが求められる。この再体験を直接本人
自身に演じてもらうことは、ときとして相当の負
荷をかけることになり、主役の健康度によっては
注意が必要である。そこで、監督は、主役が、直
接演じるのではなく、他の誰かが自分自身を演じ
るのを見ているという構造を導入することで、よ
り安全な再体験を演出する。
　ミラーテクニックとは、主役をいったん外に置
き、自ら行う代わりに、自分が選んだ他者（ダブ
ル）に、自分自身のシーンを演じてもらうという
テクニックである。主役は自分の姿を、鏡を見る
かのように離れた位置に立って観察することがで
きる。しばしば、この「ミラーポジション」は、
自らの言動を客観的に観察することができるため
に、情動の賦活が抑制され、また、知性化を容易
にする。セラピストである監督は、主役の健康度
レベル、すなわち、自らのトラウマ体験を明確に
言語化できる能力の程度、グループへの信頼の程
度、そして、自我水準の程度をアセスメントした
うえで、直接、トラウマ再現シーンを本人に演じ
てもらうか、あるいは、ここでいう「ミラーテク
ニック」を使用して、他者の演じるトラウマ再現
シーンを外で見てもらうかの判断をしなければな
らない。
　本例では、8歳の自分役として選ばれたタケシ
によって、過去の父親から受けた叱責場面がトラ
ウマの再体験として現出された。この場面が、主
役だけでなく、スタッフを含めた参加メンバーに、
もっとも緊張を強いるところであり、先に述べた
とおり、監督として注意を払わなければならない
ところであるが、傍らに「ボディガード」を置き
ながら、ムネオは、外側から自分の過去を見たの
である。
iii、救済という主題
　トラウマ体験の中核にあるのは、個人の圧倒的
な無力感である。そこには、何もできない、でき
なかった自分がいる。トラウマ記憶が、しばしば
曖昧で、「覚えていない…」といった解離現象を
生じる背景には、個人に有する能動性や自発性、
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あるいは、生へのエネルギーといった欲動が根こ
そぎ無力化されるという事態が存在している。し
たがって、そこで扱う必要があるのは、無力化さ
れたかつての自分を救済するという主題であり、
成熟した現在の大人が、過去の傷ついたこどもを
助けるという物語こそ新しい物語記憶への塗り替
えに必要不可欠なのである。
　本例では、8歳役のタケシに現在のムネオが、
「辛かったよね」と言って涙と共に抱きしめる場
面が救済のテーマを示しており、役割交換で今度
はムネオ自身が子どもになって、「助けてくれて
ありがとう」と救済されたことへの感謝のことば
が語られた。
　ところで、しばしば、サイコドラマでは、「怒り」
を扱うことがあるが、無力化された状態にあるト
ラウマを抱えたクライエントに怒りを表出させる
ことには無理があると筆者は考えている。なぜな
ら、トラウマを抱えたクライエントにおいては、
怒りを表出できるほど十分なエネルギーポテン
シャルが備わっていないからである。したがって、
主役をこれ以上疲弊させないために、少なくとも、
怒りの表出を第1義に置いてはならない、まして
や、怒りの表出を持って終了にしてはならない。
iv、未来投影（future　projection）
　ドラマの終結は、それまで行ったドラマ体験を
誰かに報告するという形で収める。本例では親友
の横田君の登場がそれである。これは、主役を現
実に戻すための、未来投影というテクニックであ
り、ドラマを振り返ることで、主役の中で統合化
させる効果が期待される。統合化とは、しばしば
直面化の後に行われるが、本例では、横田君（タ
ダシ）との対話の前に、自分自身（アキラ）との
対話、さらにその前に、父親（ケンタ）との対話
が段階的に組み込まれていた。この一連の過程に
おいて、主役は、徐々に、ドラマの世界から現実
の世界へと戻り、新しい物語記憶を獲得する。そ
の意味で、統合化の体験は、トラウマ記憶の塗り
替え作業として位置づけられる。
v、集団精神療法としてのシェアリング
　最終局面において施行されるシェアリングは、
メンバーによるメンバーのための時間である。主
役の表出したドラマを前にしたとき、メンバーか
ら語られることばは、主役への癒しの効果をもた
らす。また、観客として参加していたメンバーに
とっても、すでに指摘したとおり、「私だけでは
なかった」という体験が想起される。この普遍的
体験が、孤独感からの脱却を可能にする。本例で
は、被虐待体験のあるスミ子、対人恐怖症のゆう
子の発言に「普遍的体験」を見て取ることができ
た。そして、今度は、それらの発言を受けた主役
自身が、「今は何かスッキリしてる。すぐには父
親のことは許せないし、やはり今でも恨みはあり
ますけど、今は悩んでいてもしょうがないか…っ
て感じ。それに自分だけの悩みと思っていたけど、
みんなの話を聴いて、けっこうみんなも色々ある
んですね。ちょっと気が楽になりました。」と語っ
たところに「普遍的体験」の相互作用を認めるこ
とができた。
5、展望一和解をめざすことの意味一
　トラウマへのサイコドラマにおいて目指すべき
ところは「和解」である。ここでいう和解とは必
ずしも対象との和解を意味しない。それは、かつ
ての無力な子どもとの和解であり、傷ついた尊厳
の回復は、自身との和解を通してはじめて達成さ
れる。なぜなら、トラウマ体験は、しばしば自己
の尊厳にダメージを負わせる体験であるために、
この個人の尊厳性の回復が治療的に大きな課題と
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なるからである。現在の「私」と過去の「私」と
の間で平和的な橋渡しが達成されたとき、時を一
にして、トラウマからの脱却も達成されるのでは
ないだろうか。
　集団精神療法が、トラウマに対しておおむね良
好な結果が得られていると言われているにもかか
わらず、方法論上の問題点や、なぜ、どのように
して集団精神療法は機能しているのかについての
明確な知見は未だ得られていない。観察された結
果の有効性についての研究は、その条件統制の困
難さからもなかなか厄介な問題を包含している
が、1つ1つの臨床素材の積み重ねをとおして、
トラウマ・ワークにおける効用について解き明か
していくことが、今、現場の臨床家に求められて
いる。
　以上、実証的な側面からの適応と禁忌について
の問題は今後の課題として残されているものの、
本論において、トラウマ・ワークとしてのサイコ
ドラマの1つの治療的可能性を提示したものと考
えられた。
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A　Study　of　Techniques　in　Psychodrama　f（）r　Trauma
Kiyoshi　TAKARA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　　　Through　my　clinical　case　of　practicing　p5ychodrama　with　trauma　survivors，　I　analyzed　the
process　and　examined　key　points　f（）r　application　and　techniques　of　using　safely　and　effectively
on　the　process　of　trauma　re－experience．　It　is　a　point　how　we　change　a　fragmentary　and
hypertrophic‘trauma　memories’into　an　integrated‘narrative　memories’，　also　it　is　needed　we
should　treat　the　su切ect　of　relief　to　i切ured　helpless　child　and　aim　at　reconciliation　with　self　in
the　past．　There　are　five　key　techniques負）r　application　on　the　process　as　fbllows，1：body　guard
double，2：mirror　technique，3：su切ect　of　relie£4：fUture　pr（オection，5：sharing．　I　presented　that
psychodrama　as　group　psychotherapy　worked　effectively　fbr　recovering　own　their　dignity　of
trauma　survivors　by　means　of　application　of　these　techniques，　and　also　refヒrred　to　therapeutic
potentialities　of　psychodrama　as　trauma　work．
Key　words：trauma，　psychodrama，　reconciliation
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